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研究成果の概要（和文）：この研究の目的は、第一に昭和初期の民俗学・口承文芸研究の黎明期に、隣接諸科学と民俗
学とがどのような関係をきり結んでいたかを研究史として明らかにすることにある。第二に、第一の研究から得られた
成果をもとにして、将来の民俗学・口承文芸研究の可能性を探ることにある。その結果、分かった成果の一つを紹介す
る。昭和初期の口承文芸、とりわけ昔話研究は方言研究と密接な関連を持って進められていたが、それともう一つ、博
物学との連携が明らかになった。たとえば、結城次郎（1892－1945）は昆虫採集活動と民俗採集・昔話採集活動とを同
時に行なっていた。人文学と自然科学とを同時に行なうことが研究を実り多いものにしていた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is, primarily, to clarify what kind of relation the 
folklore and its close sciences had each other at the dawn of the studies of folklore and oral literature 
of the early Showa period.Second purpose is, based on the result obtained from the above, to seek the 
possibilities of the future of these studies.The early study of oral literature, in particular folktale 
of the early Showa period advanced closely related with dialectology and the another cooperation with the 
natural history became clear.For example, Jiro Yuki(1892-1945) was engaged in collecting of insects, and 
that of folklore and folktale at the same time.Studies yielded a rich harvest by engaging in the 
humanities and the natural sciences together.

研究分野： 民俗学
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１．研究開始当初の背景 
わが国の民俗学や口承文芸研究の学問形

成期と目される昭和初期の研究史が柳田国
男を中心に構成され、柳田以外による周辺諸
科学との関係が充分に検討されてこなかっ
たという背景がある。 

 
２．研究の目的 
研究の第一として、昭和初期の研究史を柳

田以外の研究者や研究会、雑誌等の活動を掘
り起こし、今では忘れられた可能態としての
民俗学・口承文芸のあり方を探るとともに、
それらの将来における研究に資する糧とす
る。 

 
３．研究の方法 
文庫調査、フィールドワークを中心に行な

う。 
 

４．研究成果 
この研究の結果、たとえば昭和初期の口承

文芸、とりわけ昔話研究は方言研究と密接な
関連を持って進められていたが、それともう
一つ、博物学との連携が明らかになった。た
とえば、高木が調べた國學院大学方言研究会
から刊行された『方言誌』の調査、岩手県盛
岡市から雑誌『方言と土俗』を刊行した橘正
一の調査、前出『方言誌』22 号に「北高来郡
昔話集」を掲載した結城次郎の調査では、い
ずれも「方言」を媒介として、昆虫や植物、
鳥獣類にまつわる民俗学と博物学とを合わ
せて採集し、考察する態度が目立った。この
ような姿勢は、粘菌類の研究と民俗学とを併
せ行なった南方熊楠一人の特色ではなく、広
く当時の研究者の間で行なわれていたこと
だった。人文学と自然科学とを同時に行なう
ことが研究を実り多いものにしていた。この
ような自然科学との連携には柳田国男も一
役買っていた。柳田は自然科学と人文額とを
「方言」を触媒として結びつける手法を用い
ていたといえる。そうして、この手法は将来
の民俗学や口承文芸研究の可能性を切り開
く手法であると考えられる。特にこの考え方
を現行の「伝統文化」教育(2006 年に改正さ
れた教育基本法の元で教育の目標に「伝統文
化」を教えることが盛り込まれた)のあり方を
関連づけて考えることもち一方策であると
考えられる。 
この他、各研究分担者によって、それぞれ

の専門とする領域から隣接諸科学との関係
が探られた。川村邦光は昭和初期の民俗学周
辺の事象として、昭和初期の宮沢賢治の『銀
が鉄道の夜』の分析を行ない、それが折口信
夫の民俗学と通底することについても言及
している。あるいは、宮沢賢治の教えを受け
た松田甚次郎の活動についての分析を行な
った。菊地暁は京都における民俗学の動向や
南方熊楠の英文論考の分析を行なった。 
土居浩は墓制、葬制の近代における展開を

調査したが、特に雑誌『掃苔』関連の写真資

料を新たに発掘・入手したので、今後の新た
な展開が大いに期待できる。 
真鍋昌賢は「口頭芸」という真鍋により拓

かれつつある領域を構想して、昭和初期の事
例「味談」「漫訪」などを新たに発掘紹介し
ている。 
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